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超音波検査は患者さんと対話しながら行う診察の延長線上にある検査手技であり，病
歴聴取や通常の身体診察では得られなかった情報をベッドサイドでリアルタイムに得る
ことができます．しかし，最近では医師の超音波検査離れが著しく，特に救急外来では
単純CTによる全身スクリーニングが多用される傾向にあります．この理由として，超
音波検査は検査を施行した担当者自身が診断を確定する必要があり，その診断能は検査
担当者の描出技術や医学知識に強く影響を受けることに加え，超音波検査を指導できる
指導医が不足していることなどがあげられます．

私は大学を卒業して30数年たちますが，今までにたくさんの講演会や講習会といっ
た教育の場に参加してきました．最近では講演会や講習会後に受講者にアンケートを依
頼する機会が増えており，「早速明日から実行してみたい」というようなよいフィード
バックをいただくこともあれば，「説明が難しすぎてわからなかった」あるいは「もっ
と実践的な内容を聞きたかった」といった耳の痛いフィードバックをいただくこともあ
ります．

ところで，学校教育では教師が子どもに「知識を伝達する」関係にあり，子どもの主
観や状況は考慮せず定められた内容を無条件に伝達します（教師主導型学習）．一方 ，
成人は学ぶ内容や学習計画などを自分自身で決めたいという心理的要求があるため，学
習内容や手段を自己決定します（自己主導型学習）．このように成人に対する教育は学
校教育とは全く異なります．

それでは，研修医の皆さんに達成感や満足感を味わってもらうためには，どのように
教育・指導すればよいのでしょうか．まず，肩の張らないリラックスした雰囲気のなか
でお互いの人格や意思を尊重し合う雰囲気づくりが重要です．そのためには，少しカ
ジュアルな服装でお茶を飲みながら指導するのもよいかもしれません．指導者は受講者
の個々の能力，背景などを可能な限り事前に把握し，各自が設定した目標に対して不足
する能力に受講者自身が気づき，自分の力（努力）で目標が達成できるよう支援するこ
とが必要です．

具体的に用いる手法としては，座学よりも体験型学習（実習）が有用と考えられま
す．「何かを学ぶためには自分で体験する以上によい方法はない」というアインシュタ
インの言葉が示すように，成人の能力開発の70％以上は経験によって説明されるとい
われています．超音波検査の指導に置き換えれば，講演会よりはハンズオンやライブデ
モンストレーションといった体験型の学習スタイルがより好ましいと考えられます．も
ちろん，残りの30％を占める知識や理論体系について学ぶ講演会（座学）も必要です．
その際にも，実際の症例を提示して受講者に考えさせたり，レポートやシェーマを書か
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せるなど参加型の内容を盛り込むと知識の定着率がより向上します．さらに，学んだ技
術や知識を人に指導することは知識の定着率を上げるため，講習会終了時に学んだこと
を人に指導する機会を設けるよう受講者に促すことも重要なポイントと考えられます．

さて今回の増刊号は，読者対象である初期研修医および総合診療やプライマリー志向
の専攻医の皆さんにリラックスして読んでいただけるよう，文末を「です・ます調」に
統一してみました．さらに少しでも体験型学習（実習）に近づけるため，初心者や研修
医の皆さんを指導している医師あるいは検査技師の先生方に，病院内で実際に指導して
いる状況を想定して執筆していただくようにお願いしました．

ある程度独学でも超音波検査が行えるように，第1章で腹部エコーの基本について解
説した後，第2章では救急患者の診かた（考え方）やポイントとなる疾患について解説
しています．第2章は超音波検査やその解釈のみならず，救急患者の初療時にも役立つ
内容になっていると思いますのでくり返し読んでください．第3章～第5章では超音波
画像の描出や画像の解釈に必要な解剖と重要な超音波所見につき臓器ごとに解説してい
ます．掲載されているシェーマや正常例の画像との比較を参照することにより，学生時
代に学んだ解剖や疾患の知識を系統的に整理し，ブラッシュアップできると思います．
また，第6章では皆さんがよく出合う疑問に答えており，困ったときの助けになってく
れるはずです．

超音波検査を初めて学ぶ皆さんは，各項の始めに記載されている“Point”や，“ここ
がピットフォール”あるいは“ここがポイント”などに記載されている内容をまずマス
ターしてください． もう少しこの分野のことを深く知りたいと思ったときには，
“Advanced Lecture”の内容をマスターし，“引用文献”や“参考文献”を活用してもう
少し詳細な知識を学んでいただければ幸いです．

今回の増刊号が研修医の皆さんに超音波検査に興味をもっていただけるきっかけとな
ることを期待しています．それでは超音波検査の基本から一緒に学んでいきましょう．

2020年11月
飯田市立病院消化器内科

岡庭信司

reji-22-14.indb   4 2020/11/10   14:43:25




